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４月末から始まっているゴールデンウィークは皆様楽しんでいらっしゃいま 

すか？ 

濃い緑、黄緑、ブルーがかった緑、そっと目をこらして新緑を見つめている 

と、さまざまな自然の色彩に思わぬ発見をしてしまいます。 

こんな風に、じっくりと自然を眺めることの大切さに今さらながら気づかさ 

れました。 

初夏の風を感じる 5月、まだまだ楽しい発見をしたいです。 

 

 

                                                             (上村） 
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 ■技術関連情報■ 

 エフ・シータレンズ 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

エフ・シータレンズ 

 

レーザビームを走査する場合に多く用いられるのが回転するミラー面によっ 

て走査する方法です。 

これに使用される光学スキャナは 1面のモノゴンスキャナや多面体のポリゴ 

ンスキャナが使用されますが、これらで平面に走査した場合に走査面での回 

転角に対しての走査変位は焦点距離ｆ、角度θとすると、ｆtanθになりま 

す。 

レーザプリンタなどではデータ出力は一定クロックが便利ですし感光ドラム 

へのエネルギー量の変動を無くすため、走査速度を一定にするｆθレンズが 

用いられます。 

このレンズには通常、走査面でレーザビームの焦点を結ぶ像面湾曲を補正す 



 

2 | ALT TECHNICAL News 2017 年 5 月 

る機能や、ポリゴンスキャナの面倒れを補正する機能も付加されています。 

ガルバノスキャナや光MEMSスキャナでは共振しているミラーで走査されます 

が、この時の走査速度はｆsinθになりますので、これのリニアリティーを 

補正するのがアークサインレンズです。 

当社ではご要望のスキャンシステムに必要なスキャナや光学系、レーザ光源 

をシステムとしてご提案していきます。 

 

レーザ走査用レンズの設計 応用物理学会 

https://annex.jsap.or.jp/photonics/kogaku/public/10-05-kenkyu3.pdf 

 

光ＭＥＭＳスキャナ ＯＰＵＳ 

http://www.opusmicro.com.tw/ 

 

ポリゴンレーザスキャナ テクノハンズ株式会社 

http://www.technohands.co.jp/products/pscanner.html 

                              （髙野） 
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 ■関連製品情報■ 
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弊社では、技術関連情報でご紹介した、スキャンシステムで必要なスキャナ 

や光学系、レーザ光源などお客様のご要望にお答えしております。 

下記のカタログをご参照ください。 

お困りの案件がございましたら是非お問い合わせください。 

 

 

 

   ▼レーザスキャナ▼ 

  http://m.mrc-s.com/c/aTBBABI7AAAAMQ 
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 ■お知らせ■ 

 １．プロジェクタユニット 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

お知らせ 

当社ではレーザ走査ディスプレイのフォーカスフリー、省電力、小型の特 

徴を生かしたプロジェクタユニットの産業分野への応用を進めています。 

産業用ＨＵＤ、３次元計測用パターン光源、バーチャル制御盤などへの展 
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開が期待されています。 

詳細はお問い合わせください。 

 

 

xxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxx 

【本メール内容に関してのお問い合わせ先】 

 

 メールマガジンのバックナンバーは当社ホームページに掲載しています 

 http://www.alt.co.jp 

 

  今後配信を希望されない方は、下記URLをクリックして下さい。 

  配信停止させて頂きます。 

    http://m.mrc-s.com/u/SCBBABI7AAA 

  

  ※間違えてクリックされた場合は、下記URLをクリックしてください。 

    配信が再開されます。 

    http://m.mrc-s.com/s/SCBBABI7AAA 

 

 配信元： エーエルティー株式会社 

     〒176-0014 東京都練馬区豊玉南 1-21-10 

     Tel 03-5946-7336   Fax 03-5946-7316 

xxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxx 


